
（高野あわんとり・西板戸井地区あわんとり）
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　みんな“出番”！
　１２月１６日から１９日、今年もげんき館とミ・ナーデげんき館の利用者、ボラン

ティアが集い、毎年恒例の「げんき館クリスマス・パーティ」を開催。各曜日のボラ

ンティアが中心となり、すべての利用者に出番のある「全員参加」の出し物を準備。

　「よさこいソーランＭＯＲＩＹＡ」の踊りやフラダンス、手話パフォーマ

ンス、仮装行列などを披露し、拍手と笑い声で大いに盛り上がった。後半は、

ゲストをお招きし、お琴の演奏やフラダンスの発表、南京玉すだれやどじょ

うすくいなどの伝統芸能も楽しんだ。

　地域の輪が広がっています！（地域福祉活動計画実践）
　１月１２日、「高野あわんとり」（どんど焼き）に高野子どもヘルパーや保

護者等４０名も参加。このような地域の伝統行事に初めて参加する子どもた

ちも多く、高く積み上げられたやぐらに火が入り、一気に燃え上がると歓声

があがり、その後、竹の先に餅をさし、焼けた餅やみかんを食べながら、

みんなの無病息災を祈願した。（表紙）

　１月１８日、西板戸井地区でも地域交流として伝統行事「西板戸井地区あ

わんとり」を復活。地域の子どもから高齢者、約２００名が参加し、西板戸井地区実行委員が朝から準備

した餅や豚汁を食べながら、今年１年の無病息災を祈願した。（表紙）

　寒さや風邪にも負けない！
　１月１９日、常総広域体育館を会場に、今年も伊奈特別支援学校児童生

徒と学校や守谷市のボランティアとの交流事業「ふれあいボランティアスクー

ル in もりや」を実施。

　今年も、昨年に引き続き、ダンスインストラクターの江積晶子先生にご協

力いただき、AKB や嵐の曲などに合わせて、高野子どもヘルパーも加わり、

約１００名が何人かの班に分かれ、一緒に元気いっぱい体を動かし、みんな

冬の寒さをふっとばし、汗だくになりながら笑顔で交流を行った。

　各校で福祉体験学習にチャレンジ中！
　１２月３日、郷州小学校５学年児童７０名と保護者が高齢者や障がい者を

理解するため、ブラインドウォーク（目かくし歩行）と車いす体験を行った。

最初は、児童同士で交代しながら体験したり、一人で車いすを操作した後、保

護者も加わり体験。児童や保護者から体験後、さまざまな感想が寄せられた。

　２月、高野小学校４学年児童８５名が昨年５月から総合学習の時間を利用

し、さまざまな福祉体験を行ってきた振り返りとして、改めて点字・手話・ブ

ラインドウォーク（目かくし歩行）・車いす体験などを行った。



3

●委員もいっしょに楽しみました！
　12 月 7 日、守谷市内小・中学校の特別支援学級と伊奈特別支援学校の
児童・生徒や保護者、関係者が北守谷公民館で「みんなで楽しむクリスマ
ス会」を開催。
　今年も昨年に引き続き、社協障がい児者福祉委員等 7 名も参加し、ペー
プサート劇、新作「てぶくろ」を披露。この日に向け、何度も練習を重ね
てきました。
　当日は、100 名を越す観客の前で少々緊張しましたが、みなさんの掛け
声で楽しくできました。また、12 月 23 日、市内の知的障がい者支援施
設「さくら荘」のクリスマス会でも披露し、両日とも最後にサンタさんか
らクリスマスプレゼントが渡され、満面な笑顔が広がっていた。
　後日、子どもたちからサンタさんへのお礼のお手紙が届きました。

●みんなで楽しいクリスマス！
　12 月 15 日、守谷市障害児父母の会「ぽかぽかの会」主催のクリ
スマス会が高野公民館でヴァイオリンとピアノ演奏やグループに分
かれてゲームなどが行われた。
　当日は、社協高野支部で活動中の高野子どもヘルパー 32 名も参加
し、手話を添えての歌いなどを披露し、盛り上げ、楽しい会になった。

●みんなで力を合わせて“どっこいしょ！”
　1 月 19 日、児童福祉委員会主催の「ひとり親交流会」をげんき館で開催。当日は、スマイル大野
と女性団体協議会大野地区にご協力いただき、杵と臼を使っての餅つきを実施。杵を持つのも初めて
の親子は、恐々と杵を握り、臼に振り下ろしていたが、周りのみんなの掛
け声に合わせて、最後はつやつやの餅がつき上がり、北風に負けない大き
な歓声があがった。大野地区メンバー手作りのけんちん汁やおにぎりとい
っしょにみんなであんこやきなこに付けたつきたてのお餅を食べながら、

「やっぱりつきたてのお餅はよくのびる！」「自分でついたお餅はおいしい
ね！」と親子や友達となった子どもたちは笑顔で頬張っていた。

●地域の力を育成中！
　高野地区地域福祉活動計画実行委員会では、10 月から「人と人
の絆をつなぎあったかい地域を目指して」ボランティア講座を開催。
ボランティア基礎講座をはじめ、認知症講座や介護技術実技講座な
ど 8 回の講座も 2 月 28 日で修了。講座修了者には、「高野地区ネッ
トワーク」に登録していただき、地域でのボランティア活動、介護
家族へのサポートなど、活動していただく予定です。
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地　　区 赤い羽根募金 歳末たすけあい 合　　計

みずき野 96,650 96,650 193,300

守　　谷 1,567,800 693,300 2,261,100

大　　野 316,000 132,600 448,600

高　　野 875,000 547,100 1,422,100

大 井 沢 325,200 148,850 474,050

北 守 谷 1,300,610 653,300 1,953,910

個人・団体等 406,523 719,218 1,125,741

合　　計 4,887,783 2,991,018 7,878,801

募 金 集 計 表

　

共
同
募
金
運
動
（
赤
い
羽
根
募
金
・
歳
末
た
す
あ
い
募
金
）
は
、

み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
次
の

よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

こ
の
募
金
運
動
は
、
毎
年
、
各
地
区
の
区
長
様
を
は
じ
め
、

町
内
会
・
自
治
会
や
学
校
・
団
体
な
ど
、
多
く
の
み
な
さ
ん
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
き
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
十
月
よ
り
始
ま
っ

た
「
赤
い
羽
根
募
金
」
は
、
茨
城
県
共
同
募
金
会
に
全
額
送
金

し
た
の
ち
、
そ
の
必
要
性
や
緊
急
性
を
十
分
審
査
し
た
上
で
、

翌
年
度
の
県
内
の
民
間
福
祉
施
設
の
整
備
費
や
守
谷
市
社
協
が

行
う
地
域
福
祉
事
業
費
と
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。

　

十
二
月
か
ら
の
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
は
、
市
内
の
独

り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
障
が
い
児
・
者
、
準
要
保
護
家
庭
等

に
贈
呈
金
と
し
て
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
」
な
ど
に
も
引
き
続
き
、

多
く
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
の
浄
財
は
、
地

区
民
生
委
員
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
次
の
と
お

り
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

※
募
金
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
配
分
準
備
金
と
し
て

茨
城
県
共
同
募
金
会
へ
送
金
し
て
お
り
ま
す

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
報
告

【赤い羽根募金】

守谷小学校・松前台小学校・大野小学校・松ケ丘小学校・郷州小学校・大井沢小学校・御所ケ丘小学校・

守谷中学校・守谷ファミリークラブ・㈱常総テクノ・籠乃鳥・ウエルシア薬局守谷ひがし野店・七福神・

守谷駅街頭募金・イオンタウン内街頭募金・守谷市役所募金箱・社協窓口募金箱・匿名１件

【歳末たすけあい募金】

東英夫・守谷市南地区民生委員児童委員協議会・守谷市北地区民生委員児童委

員協議会・守谷市中央地区民生委員児童委員協議会・守谷市南地区民生委員児

童委員有志・守谷市仏教会・守谷キリスト教会・守谷市工友会・全国友の会守

谷支部・ボーイスカウト守谷第１団・匿名１０件

個人・団体のみなさんからの募金報告（順不同・敬称略）

ありがとう
独り暮らし高齢者
（４８６件）
９７２,０００円

交通遺児・
準要保護家庭他
（１８０件）
７７３,３７５円

重度心身障がい児・者
（４７５件）

１,００５,０００円

配分総額
２,７５０,３７５円



5

善
意
銀
行
預
託
報
告

　
平
成
25
年
12
月
〜平

成
26
年
２
月

（
敬
称
略
）

【
寄
　
付
】

・
守
谷
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
協
議
会

４
０
，４
９
７
円

・
守
谷
シ
ル
バ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

７
，０
０
５
円

・
文
化
会
館
ま
つ
り

６
０
０
円

・
家
族
で
楽
し
む
邦
楽
演
奏
会

５
，０
０
０
円

・
守
谷
陶
芸
会

５
，８
５
０
円

・
ひ
ま
わ
り
カ
ラ
オ
ケ
会

２
５
，０
０
０
円

・
奈
良
崎 

正 

明

５
，０
０
０
円

・
匿
　
名
　
５
件

８
９
，０
０
０
円

【
使
用
済
み
古
切
手
・
プ
ル
タ
ブ

・
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
】

・
建
設
ユ
ニ
オ
ン
　
高 

橋 

輝 

彦

・
み
ず
き
野
町
内
会

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

守
谷
ひ
が
し
野
２
丁
目
店

・
岡 

田 

静 

子

・
坂 

　 

茂 

雄

・
㈲
ベ
レ
ッ
ツ
ァ

・
藤 

原 

恵 

子

・
大
井
沢
小
学
校

・
守
谷
市
役
所

・
文 

化 

会 

館

・
匿
　
名
　
７
件

○
未
使
用
タ
オ
ル

・
第
一
生
命
労
働
組
合

《
払
出
状
況
》

【
タ
オ
ル
・
お
米
】

・
市
内
障
害
者
福
祉
施
設

災
害
義
援
金
報
告

東
日
本
大
震
災
義
援
金

　
平
成
25
年
12
月
〜平

成
26
年
２
月

（
敬
称
略
）

・
愛
宕
中
学
校
吹
奏
楽
部

３
０
，０
０
０
円

・
守
谷
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

８
８
４
円

平
成
26
年
２
月
28
日
現
在

守
谷
市
支
会
取
扱
い

「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
」

総
額
　
４
，０
５
８
，３
８
１
円

伊
豆
大
島
等
台
風
26
号

災
害
東
京
都
義
援
金

　
平
成
25
年
12
月
〜平

成
26
年
１
月

（
敬
称
略
）

・
愛
宕
中
学
校
吹
奏
楽
部

１
０
，０
０
０
円

△愛宕中学校吹奏

楽部様より演奏

会で呼びかけた

義援金

△民生委員児童委

員連合協議会様

より福祉事業へ
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● 解決のヒントは自分で探す！地域のたまり場交流会だよ・全員集合！
　2 月 24 日、ひたちなか市「ホテルクリスタルパレス」において、「福祉コミュニティ

づくり推進のつどい」が県内でサロン活動実践者やボランティア、行政職員や社協

職員などが一堂に会し、自分たちの活動を振り返り、さまざまな活動メンバーと意

見交換をし、さらなる活動を図ることを目的に開催し、守谷市からもサロン活動や

ボランティア活動等、関係者 17 名が参加した。

　オープニングとして、指先の腹のところを使って、左右交互に軽く弾ませるようにタッ

チする「タッピングタッチ体操」が紹介され、参加者同士、心も体もリラックス。続いて、

桃山学院大学松端克文教授よる「サロンに求められる役割とは何か」と題した講演と「サロンが秘める可能性とは…」と題し、

先進的に活動実践している横浜市「ふらっとステーション・ドリーム」と流山市「茶話やか広間」のシンポジストの発表を聞き、

サロンの楽しさや魅力、取り組みなど今後の実践のヒントを得ることができた。最後に、参加者全員がテーマごとにグルー

プに分かれ、日頃の活動や悩みなどについて意見交換なども行い、笑顔で今後の活動にお互いエール送っていた。

● 稲北ブロックボランティア活動研究集会
　2 月 28 日、守谷市中央公民館を会場に約 300 名が参加

し、「稲北ブロックボランティア活動研究集会」が開催され

た。この稲北ブロックは旧稲敷郡と北相馬郡内の市町のボ

ランティアが一同に会し、今年度は「ボランティア活動が

地域活性化につながる」と題し、仙台市のプランニング開、

新田新一郎代表取締役をお迎えし、全国各地のまちづくり

の事例を視察する一方、宮城や岩手各地のまちづくりにも

かかわり、活性化の提案や「人が、まちが、イキイキする

ために」取り組んださまざまな事業、東日本大震災後「子

どもの笑顔元気プロジェクト」など、方言を交じえて、経

験談から日頃のボランティア活動が人をつなぎ、地域のつ

ながりを創る活動につな

がっているという話しに

参加者一同改めて自分た

ちの活動を考え、より一

層活動のエネルギーとな

る機会となった。

● 茨城県ボランティア活動研究集会
　1 月 23 日、常陸太田市民文化センター「パルティホール」

を会場に県内各地から約 800 名のボランティアが参加し、

「茨城県ボランティア活動研究集会」が開催された。

　守谷市からボランティア等 24 名が参加し、まず、日本

ボランティアコーディネーター協会小原秀一副代表理事に

よる「ボランティア組織の人材マネジメント～ボランティ

アが増えない理由～」と題した講演があり、その後、美浦

村で紙芝居などを作成し、読み聞かせ活動しているおはな

し会「虹」と取手市で障がい者支援活動を行っている「と

りで障害者協働支援ネットワーク」の実践発表を聞き、小

原先生も加わり、ボランティアを増やすには、自ら楽しみ

ながら魅力ある活動をし

ていくなどの意見も出さ

れ、改めて自分たちの活

動をについて、考える良

い機会となった。

● ボランティア協会交流研修会
　11 月 29 日、守谷市役所大会議室を会場に、ボランティア協会会員 40 名が参加し、

交流研修会を行った。この事業はボランティア協会に所属しているグループの横の

繋がりを持つことを目的に、毎年各グループの活動紹介を行っている。

　今年は、まず「守谷おもちゃ病院」が担当し、意外と知らない電池の種類や交換方法、

電池残量の見方などの講義を受け、後半は、「守谷傾聴ボランティアジャスミン」が

担当し、傾聴についてや施設訪問時の認知症の方への接し方などの活動状況を聞い

た後、実践演習を行った。参加した会員たちからは「使用前電池か使用後か区別が

つかなくて困っていたが、残量の見方が分かってよかった」「傾聴という言葉だけではどんなことをするのか、わからなっ

たけど、活動実践をみて大変さがよくわかった」などの声が聞かれ、各活動ついて理解を深めた一日であった。
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　この水中体操は、水の浮力を利用することで、体への負担が軽減され、足腰がちょっと痛くて身体を動か
すことが・・・という方に最適です。自分の事は自分で出来る生活をするためには、継続的な運動で筋肉を
鍛えることが必要です。これまで多くの卒業生が誕生し、リーダーたちがサークルを立ち上げ、運動を続けて
います。平成２６年度は、初心者コースとリーダー養成コースを開催します。みなさん、ぜひご参加下さい。

○日　時：平成２６年４月１６日（水）から平成２７年３月２５日（水）までの週１回
　　　　　 （但し、祭日・夏季・年末年始およびプール休館日・プール行事日は除く）

　　　　　

○会　場：常総運動公園内温水プール　守谷市野木崎４７００
○対象者：初心者コース：６０歳以上で健康な方
  　　　　　（障がい者の方でも１人で着替えができ、入水できる方は要相談）

　　　　　リーダー養成コース：概ね５０歳以上で健康な方
○定　員：初心者コース：３０名
  　　　　　（定員を超えた場合は抽選、もしくは最少推行人数１０名に
　　　　　　満たない場合は中止となります）

　　　　　リーダー養成コース：１５名
  　　　　　（養成講習終了後、リーダーとして活動できる方）

○参加費：�年間４,０００円
               

別途：スポーツ保険 年額  
65 歳未満 1,850 円 

　　　　　　　　　　　　　　　　   65 歳以上 1,000 円 
○参加に際しての注意事項
　①水着、帽子、タオル等は各自持参でお願いします
　②会場へは各自集合、解散となります
　③ その他、体操用具等については、各自実費購入となります　　
○�申込み方法・締切：上記事項・内容等をご確認いただき、
　�往復はがきの往信面に下記住所を、裏面にあなたの住所・
氏名・年齢・電話番号・など必要事項を記入の上、平成
２６年３月３１日 (月 )� ( 必着 )までに守谷市社会福祉協議会
まで、お申込下さい
○�参加決定：参加決定については、締切後、往復はがきの返
　信はがきにて通知いたします
○申込み・問合せ先
　　〒３０２−０１１６

　　守谷市大柏９５４−３  いきいきプラザ・げんき館内
　　　守谷市社会福祉協議会
　　　　電話（４５）００８８　担当：高橋

（
（

往 復 は が き の 記 入 例
　

返
信 あ

な
た
の
ご
住
所

あ
な
た
の
お
名
前

　

往
信

　

守
谷
市
大
柏
９
５
４
｜
３

　
　

守
谷
市
社
会
福
祉

　
　
　

協
議
会
行

返
信
の
う
ら
は

記
入
し
な
い
で
下
さ
い

1．「初心者コース」
　　　もしくは、
　　「リーダー養成
　　　コース」を記入
2．〒・住所
3．氏　名
4．年　齢
5．生年月日
6．電話番号

3 0 2 0 1 1 6

・初心者コース（初めて参加する方のみ）
　　毎週水曜日　午前 11 時 ～ 12 時

・リーダー養成コース（経験者優先）
　　講習：毎週水曜日　午前 9 時 30 分 ～ 10 時 30 分
　　実技：講習後引き続き、午前 11 時 ～ 12 時

専
門
相
談
予
定
表

ふ く し 相 談　○印 　　　　　事前予約
　◆毎月第１月曜日　午後２時から４時
年金労務相談　□印 

　◆毎月第２月曜日　午後２時から４時

【場　所】いきいきプラザ・げんき館内

　※�予約は、各相談日の前週金曜日までに社協
事務局まで電話にてご予約ください。

　　電話相談でも予約を受付ます。

　　　　　　　　　　��４８−５５５５
����◇毎週金曜日　午前10時から午後３時

電話相談
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　各募集等のお申込み、お問い合わせは
　　　  〒 302-0116 守谷市大柏９５４－３　守谷市社会福祉協議会事務局まで！
　　　  電話　０２９７（４５）００８８　FAX　０２９７（４８）５５５４
　　　  Ｅメール　shakyo.moriya .954-3@ace.ocn.ne . jp

　今年も「市内独り暮らし高齢者」を対象に外

出支援と交流を目的に１日遠足を下記の予定で

計画しております。是非ご参加下さい。

●日　　時：平成２６年６月１９日（木）

　　　　　　午前９時集合・出発

●集合場所：いきいきプラザ・げんき館前

●対　　象：市内在住６５歳以上の独り暮らし

　　　　　　高齢者

●行�き�先：水戸市「保和苑のあじさい」と

　　　　　　那珂湊魚市場

●定　　員：５０名（定員になり次第締切）

●参�加�費：２,０００円（昼食代）

●参加に際しての注意事項

　・集合場所へは各自でお願いします

●申込み方法・締切

　�上記事項・内容等をご確認いただき、平成２６年

５月１５日（木）までに下記まで、電話でお申込み

下さい

●参加決定：締切後、５月下旬に通知いたします

　平成２６年度ボランティア活動保険受付中

○ボランティア活動中のさまざまな事故によるケガや賠償責任を補償す

る「ボランティア活動保険」には、個人ボランティアの皆さんをはじめ、

多くのグループ・団体の方々が加入していただいております。町内会・

自治会の防犯パトロール等も対象になります。

　なお、平成２５年度加入いただいている方の補償期間は、平成２６年３月３１日までです。

　平成２６年度の受付を行っておりますので、お早めの更新手続きをよろしくお願いします。

　各種プラン・金額は下記のとおりですので、ご確認の上、ご加入ください。

　詳しくは社会福祉協議会までお問い合わせ下さい。

掛　金（年額）

Ａプラン Ｂプラン

基本タイプ ３００円 ４５０円

天災タイプ ４６０円 ６９０円

Ａプラン Ｂプラン

傷害

死 亡 ・ 後 遺 １,２００万円 １,８００万円
入 院 保 険 金 日 額 ６,５００円 １０,０００円

手 術
保 険 金

入院中の手術 ６５,０００円 １００,０００円
外来の手術 ３２,５００円 ５０,０００円

通 院 保 険 金 日 額 ４,０００円 ６,０００円
賠償 対 人・ 対 物 共 通 ５億円（限度額） ５億円（限度額）

独居高齢者ふれあい１日遠足


